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　女性登用・組織参画部門C

最優秀賞

声を重ね、席を増やす　
女性参画を
積み上げた20年
「農業の現場に、もっと女性の声を」。
その思いを胸に、20年以上にわたり活動を続けてきた
比企地域女性農業委員・農地利用最適化推進委員連絡
会。市町村を越えた連携と粘り強い働きかけにより、地
域の農政に確かな変化をもたらしている。

女性農業委員が少なかった時代から
連絡会は平成16年、吉見町・滑川町・嵐山町・小川町・鳩山町の5
町、女性農業委員10名で発足した。当時は女性委員が極めて少な
く、まずは自らの資質向上を目指し、農業関連施設の視察や情報
交換を重ねてきた。毎年、活動報告書を関係機関へ提出し、女性
委員の必要性を地道に訴え続けたことが、後の大きな流れにつ
ながっている。

市町村長へ直接要請　登用を現実に
活動は次第に、市町村長を訪問して
女性登用を要請する実践的な取り
組みへと発展した。任期満了を迎え
る自治体を一つ一つ訪ね、要望書を
手渡しながら懇談を実施。農業分野
における女性参画の重要性を丁寧
に伝え続けてきた。その結果、令和
3年度以降、管内9市町村全体で20
名以上の女性が農業委員・推進委員として登用されている。

数字が示す確かな成果
現在、比企地域の女性農業委員比率は20％となっている。全国平
均14.4％、県平均15％を上回る水準である。嵐山町では37.5％、
鳩山町では33.3％と、国の目標である「30％以上」を既に達成。
東松山市・小川町・東秩父村では、女性が農業委員会長を務めて
いる。

女性の声が農政に反映される社会を目指し、今後も登用促進と
人材育成に取り組んでいきます。地域とともに歩み、次の世代へ
つなぐ活動を続けていきます。

●女性農業委員比率20％と、全国平均を5％以上上回る成果
●女性の登用促進に加え、意見交換の場づくりなど男女ともに輝ける地域づくりへの貢献
●新任委員を支える後継者育成の取り組み

比企地域女性農業委員・
農地利用最適化推進委員連絡会
埼玉県比企郡滑川町

組織参画が生んだ変化と学び合い
女性の登用が進んだことで、会では多様な視点からの意見交換
が活発になり、地域課題への対応力が高まっている。会員同士が
活動を学び合う場として「座卓研修会」を開催。
東松山市での農地中間管理事業を活用した農地集積・集約の取
り組みや、小川町での遊休農地を活用したごま栽培など、各地の
実践を共有している。こうした学びが、各地域での活動改善や新
たな取り組みにつながっている。

人を育て、次世代へつなぐ
会では、新任・若手委員をベテランが支える育成体制を構築。研
修会や講演活動を通じて資質向上を図り、地域農業のリーダー
として活躍できる力を磨いている。女性の声が農政に反映され
る社会を目指し、今後も登用促進と人材育成に取り組み、地域と
ともに歩み続けていく。

未来へ向けた決意

農林水産大臣賞

ポ イ ン ト評価の
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　女性登用・組織参画部門C

経営局長賞

多様な力で支える　
地域農業のこれから
利根川の水を広い農地へ届け、地域の農業を支えてき
た両総土地改良区。
施設管理や農地の調整といった役割を担う中、将来の
農業を見据え、女性理事の登用という新しい一歩を踏
み出した。
多様な視点を取り入れながら、地域農業を支える取り
組みが着実に進んでいる。

農業を支える、水を管理する仕事
両総土地改良区は、千葉県内の広い地域に農業用水を届け、農業
生産の基盤を支えてきた。用水期には揚水機場が昼夜稼働し、職
員が24時間体制で施設の運転や点検を行う。施設の老朽化や維
持管理費の増加に対応するため「両総10年計画」を策定し、経営
の安定化に取り組んできた。また、多面的機能支払活動の事務受
託や農地の貸し借り支援を通じて、地域農業を守る役割も担っ
ている。

女性理事登用への歩み
地域農業を将来にわたり持続させるには、多様な意見が欠かせ
ない――。そうした考えから女性理事の登用が始まった。令和5
年に検討委員会を設置し、全国の事例を参考に協議を重ね、女性
理事の割合10％以上を目標に掲げた。各地区から1名ずつ選出

農業は、人々の暮らしを支える大切な基盤です。両総土地改良区
は、農業用施設の維持と生産基盤の整備を着実に進め、農家が安
心して営農できる環境を守っていきます。今後は女性理事の割
合15％以上を目指し、多様な視点を生かしながら、地域農業の持
続と食料の安定供給を支えていきます。

●女性割合10%という目標を、女性理事3名の登用という形で2024年時点で達成したこと
●地域農業の持続的な発展には女性の力が必要であることを組織として認識し、登用の取り組
　みを行ったこと

両総土地改良区
千葉県東金市

し、令和6年10月に3名の女性理事が誕生した。
選出にあたっては、各地域の農業事情に精通する現役
員が協議と説得を重ねて人選を行い、「女性だから」で
はなく理事にふさわしい人材が選ばれたと感じてい
る。現在、女性理事は組織運営や財政運営に参画し、多
角的な視点からの発言が理事会の活性化や多様性意
識の向上につながっている。

地域とともに歩む取り組み
同区は施設管理だけでなく、産業祭でのPR活動や外来
水生植物の駆除など、地域住民や関係団体と協力した

活動にも力を入れている。農業の役割や土地改良区の仕事を伝
えながら、地域とともに農業を守る仕組みづくりを進めている。

未来へ向けた決意

ポ イ ン ト評価の

優秀賞
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　女性登用・組織参画部門C

農山漁村男女共同参画推進協議会長賞優良賞

女性が加わり動き出す　
土地改良区の変化
釡無川の水を農地へ届け、地域の営農を支えてきた四
ケ村堰土地改良区。近年、女性の耕作者が増えるなか、
組織にも女性の視点を取り入れようと、員外監事や理
事への登用が進められてきた。一人の登用をきっかけ
に、少しずつ広がった変化は、組織と地域の新しい力と
なりつつある。

農業と暮らしを支える水の管理
四ケ村堰土地改良区は、釡無川から農業用水・生活用水・防火用
水を取水し、南アルプス市内約257haの農地を支えている。取水
口の土砂除去や用水路の維持管理、草刈りなどを通じて、農業生
産の基盤を守る役割を担ってきた。役員は全国大会や研修に参
加し、先進事例を学びながら組織の発展に取り組んでいる。

女性登用への第一歩
これまで理事・監事は
男性中心だったが、女
性耕作者の増加を背
景に、女性の視点を取
り入れる必要性が高
まった。研修で女性登
用の重要性を学び、令
和4年に員外監事とし
て清水景子さんを登用。会計処理の透明化や会議の活性化など、
組織に新たな変化をもたらした。さらに令和6年には女性理事1
名と女性総代2名が就任し、女性の参画が広がり始めた。

一人の存在が広げた変化
清水さんは当初、「経験がない」と戸惑いながらも、今後の女性登
用のためになるならと、「なんとかやってみます」と役割を引き
受けた。県の職員としての経験を生かし、監査方法の見直しや会
議運営に関わっている。女性が加わったことで、理事会や監事会

●理事に占める女性割合10％を目標に、員外監事制度を活用した女性登用の取り組み
●女性監事の登用により、会計処理の合理化や組織運営の改善に寄与
●令和6年度には女性理事も誕生し、地域における女性活躍を広げる組織としての役割

清水 景子さん
山梨県南アルプス市

は引き締まり、議論が簡潔に進むようになった。「一人いるかい
ないかで大きく違う」という声もあり、女性役員の存在が次の登
用を後押ししている。

地域に理解を広げる役割
女性理事には、地域の女性が集まる場で土地改良区の役割や水
の仕組みを伝えてもらうことも期待されている。水は地域全体
で守るもの。女性の参画により、こうした理解が広がり、組織へ
の関心も高まりつつある。今後は女性理事2名体制を目指し、さ
らなる参画を進めていく。

ポ イ ン ト評価の

四ケ村堰土地改良区の受益地は水田と果樹が中心で、ぶどうや
桃、すももなどの栽培が盛んです。これからも安定した用水を確
保し、高品質な農産物を消費者へ届けることで、農家の暮らしを
支えていきます。女性の力も生かしながら、水と農業を守り、地
域の未来につなげていきます。

未来へ向けた決意
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